
 
 

 

１ 部会制の活用 

  審議課題に応じ部会を設置し、現地視察など課題の現状把握に努めた審議を行

った。 

 

２ 課題解決への取組 

・地域防災の課題への解決に当たり、提言を踏まえ、要援護者支援のために、避難

所運営に民生委員児童委員、社会福祉協議会の参加が図られた。 

 ・夢見ヶ崎動物公園への案内の課題について提言し、サイン設置に当たり地域の方

と協議会にともに参加し、課題解決に当たった。 

 ・夢見ヶ崎動物公園の課題の解決方策として、具体的な検討の方策について検討を

行い、検討委員会設置等の提言へとつなげることができた。 

 

３ 区民会議フォーラムの開催 

・区民会議において検討している課題について、区民の方々との意見交換などを通

じ、活動の周知を図っている。 
 

 

１ 区民会議の周知方策 

  審議課題についての区民への周知向上方策 

 

２ 区民会議による提言についての実行方策 

  区民会議による課題解決方策へのかかわり方等の方策について 

 

３ 区民会議運営の活性化のための取組み 

  区民会議の審議等運営についての活性化のための取組み方法について 

 

  

今後の課題（第３期に向けて） 

  
 

◎平成２０年度～平成２１年度 

○全体会 ７回（２０年度３回、２１年度４回） 

○区民会議フォーラム ２回（２１年３月開催、２２年３月開催（予定）） 

・中間方針について 

○部会 

・企画運営部会 １１回（予定） 

・安全・安心・生きがい部会 現地視察や審議など１３回（地域防犯活動の推進、

自転車通行のマナー向上） 

・子育て・環境・魅力づくり部会 現地視察や審議など１２回（地域コミュニテ

ィ活動の推進） 

このほか、部会委員の参加活動 ３回、有志による視察 １回 

 

 

１ 審議課題 

○地域コミュニティ活動の推進 

・町内会・自治会活動の魅力と必要性について 

・夢見ヶ崎動物公園周辺をコミュニティの拠点に 

○地域防犯活動の推進 
・地域での防犯活動について 
・地域が青少年に関心を持ち、青少年が犯罪の被害者・加害者にならない取組

について  
○自転車通行のマナー向上について 

２ 課題抽出の方法 

 ○委員による地域課題の抽出、提案等による。 

 

３ その他 

第２期区民会議の審議課題 

各課題についての審議状況 

特徴的な取組状況 

第 ２期  幸 区 区 民 会 議 取 組 状 況 

屋上緑化の見学 

区長への中間報告 


